
年 6 月 21 日 14 時 00 分 ～ 時 分

決定

事項

　　　　→個別対象、管理職対象、まずは、自分等の活動を明確にし、対外的な活動へとつなげて行く。

　　　事業内容の決定には至らず、部会長と事務局とで、話し合いを持つこととする。

■アンケートについて

　　　・事業部会の練金術について→古物商の資格は必要かどうか

　　　・今年度どうするか。会員の勉強会や座談会を行う方が先ではないか。

　　　　大手一般企業からの協賛についてもリサーチ。無料イベント等には協賛は可能であるが、有料イベント等は、来客人数等の把握が

　　◎各部会から、資料を基に説明

　　　　2月の総会時に菊地氏から提案のあった事業計画をベースに舞台部会としての事業案をまとめた。

　　　　なされないと協賛は難しいとの回答を得た。

　　　・学生対象のイベントにおいて、学祭の場を利用するのも一つの手である。

　　　・照明部会菊地氏より

　　　　資料報告中心。別紙参照。

　　　　欠席の為、事務局より、代理報告。

　　　・事業部会石井氏より

　　　　資料報告中心。別紙参照。

　　岸浪代表より資料を基に説明。アンケートの使い方を含め、参加者から意見を求める。
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■各部会からの事業提案について

　　◎各部会の報告に対してディスカッション

　　　・音響部会田嶋氏より

　　　・舞台部会橋本氏より

石井忍

　　　・学生対象のイベントにおいて、座談会？インターンシップ？　活用方法は様々である。
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橋本徳郎 菊地孝

山品晃彦

■部会長、事務局会議：７月６日（月曜日）13時～　（株）東北共立　にて

13名

今野芳明 伊藤幸夫（事務局）

関紀子 中鉢典男

第２回　宮城舞台技術者協会 運営委員会　議事録

2021

斎藤環江（事務局）

日時

議

題

相沢俊一

岸浪行雄

菅原玄哉 小宮芳紀

場所

運営委員、事務局長、事務局、他

・部会からの事業提案の報告

株式会社東北共立　ラボ

・アンケートついて


